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委員会活動

はじめに
私どもは、宮城県仙台市で、上水や下水施設の
清掃やメンテナンスを行い、企業や自治体から出て
くる産業廃棄物をリサイクルするとともに、適切な処
理を行っています。保有している設備は、内陸側に
本社とリサイクル施設、仙台港から500m程離れた
場所に中間処理施設があります（図１）。
本日は、震災以前のＢＣＰ準備、被災に伴うＢＣＰ
発動、復旧・反省について、この場をお借りして紹介
し、皆さまのお役に立てればと思っております。

ＢＣＰ導入のきっかけ
当社は、地域の皆さまのライフラインと密着する
仕事をしているので、「地震が発生したので活動でき
ません」とは言えません。宮城県沖地震の発生確率
が30年間で99％との報道を受け、2008年９月に、

社内に社長、役員、各所属長の10名によるＢＣＰ
策定委員会を設けました。防災訓練との違いも分
からない状況でしたが、１年以内にＢＣＰを策定す
るとの目標を立てました。当社には、営業部、業務
部、環境リサイクル部、総務部があります。各所属長
は現場へ持ち帰り、社員全員参加でＢＣＰに基づい
た事前対策を検討しました。

ＢＣＰに基づいた備え
環境リサイクル部は、津波は想定していませんで

したが、宮城県沖地震６強程度の地震が来た場
合に、ゴミが増加すると考え、焼却施設の復旧を
重要業務に挙げております。復旧目標を６日間とし
ましたが、「焼却炉に特殊な部品が多数使われて
いるため、６日間で部品を確保するのは困難だ」
との意見があり、予備の特殊部品を、中間処理施設
とは別のリサイクル施設に保管することにしました。

修復には特殊な技術が必要なので、一部
の取引会社との協定を締結させてもらい
ました。
総務部は、社員全員へＢＣＰ訓練を行う

ことを決め、ＢＣＰとは何かをかみ砕いて説
明し、模擬演習も行いました。訓練により、
お客さまや社内連絡用に配備した衛星電
話の使い方が分かっていなかったことを
認識するとともに、社員一人一人が「ＢＣＰ
について」、「何を行えばいいか」、「会社
からの準備品」について確認しました。
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日時：10月２日（水）　場所：名古屋市内
参加者：約80名

図１　事業所配置
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